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記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

-

A-01
-

除却工事特記仕様書

※敷きならし程度とする。

埋戻し及び盛土に当たっては、各層30cm程度毎に締め固めること。

・山砂の類　　・他現場の建設発生土の中の良質土　　・再生コンクリート砂

埋戻し及び盛土の材料

・現状ＧＬ　　・行う（　/　図による）

整地高さ

　・行う

解体後の埋戻し及び盛土

　　　)及び｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(平成25年度版)｣(以下、｢改修標仕｣という。)による。

　　　交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成25年版)｣(以下「標仕」という。

　　　共通仕様書(平成24年版)｣(以下、｢解体共仕｣という。)により、解体共仕に記載されていない事項は、国土

・工事写真の撮り方（改訂第三版）建築編

　類暴露防止対策要綱（平成13年4月25日付基発第401号）」により行う。

・焼却炉のダイオキシン類汚染物質の調査は、「廃棄物焼却施設内作業におけるダイオキシン

　分析方法規定（電気技術規定JEAC1201-1991）」により行う。

　検討方法（平成4年7月3日厚生省告示第192号）」又は「絶縁油中のポリ塩化ビフェニルの

・絶縁油のPCB含有量の分析は、「特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に係る基準の

　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

・第二次判定

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

・第一次判定

・　　箇所

・図示

・　　箇所

・図示

・　　箇所

・図示

又は箇所等

採取する部位

管理産業廃棄物等の種類

備　考採取する数量

・　　箇所

・図示

分別調査を行う特別

<5.1.3>

<5.4.4>

  1 施工調査

PCB 含有シーリング分析調査

・硬質塩化ビニル管、継手

・蛍光ランプ、HIDランプ

・小形二次電池

・金属類

・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

・木材（縮減）

・木材

備　考建設廃棄物の種類

・コンクリート

資材（PC板、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板、

ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品）

・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄からなる建設

備　考種　類　

建設廃棄物

<4.5.1>  6 処理に注意を要する

備　考数量仕　様名　称
建設廃棄物

<4.4.4>  5 終処分する

制度の活用

<4.4.2>  4 産業廃棄物広域認定

備　考数量仕　様名　称
された建設廃棄物

<4.4.1>  3 現場利用する再資源化

<4.4.1>  2 再資源化等

ものとする。

促進計画書を工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する

本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

データ入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムに

  1 一般事項

<3.11.1>  6 解体後の整地

外灯の撤去　・行う（図示　）　・行わない

  5 屋外設備等

記　号図面番号

　・冷媒を回収した後撤去を行う機器は下記による。

記　号図面番号

　・冷媒を屋外機にポンプダウンした後撤去を行う機器は下記による。

解体事前処理（冷媒）

　・燃料槽、燃料小出槽は、洗浄のうえ中和処理を行う。

　　て残油を抜き取り、燃料を土壌に流失させないように注意する。

　・解体に先立ち、燃料配管、燃料槽、燃料小出槽等に残油がないことを確認する。必要に応じ

解体事前処理（油類タンク）  4 設備機器等

<3.10.1>  3 地下埋設物・埋設配管

杭の解体工法

・引抜き工法　　・破砕による解体

<3.9.1>

<3.8.2>

  2

  1 杭の解体

樹木等

・行う　　　・行わない

２の（2）手すり据置方式又は（3）手すり先行専用足場方式により行うこと。

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

ん及び幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、すべての作業床について手すり、中さ

平成２１年４月）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の

足場その他  1 足場を設ける場合、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省

・設けない・ 既存建物内の一部を使用する     ・ 構内に設置する監督員事務所  3

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

<2.2.1>

<2.3.1>

  5

  4

工事用電力

工事用水

騒音・粉塵等の対策  2

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
等

５

建
設
廃
棄
物
の
処
理

４

解
体
施
工

３

本工事を適切に施工管理するため、解体工事施工技士の選任等に配慮すること。5.解体工事施工技士

4.引渡しを要するもの

3.施工条件明示項目

2.電気保安技術者

・現場説明書による

(1.3.10)

※適用する　　　　・適用しない

備 考仕 様 等名 称

※引渡しを要するもの

(1.3.5)

(1.3.3)

仮
設
工
事

２

1.適用基準等 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修１

一
般
共
通
事
項

章 項　　　目 特記事項

　（３）特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、解体共仕の当該項目を示す。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

Ⅱ 解体工事仕様

除却対象建築物等 構　造 階　数 梁間(ｍ) 桁行(ｍ) 建築面積(㎡) 延 面 積(㎡)

　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事

１．共通仕様

2.敷地面積

・建築物　　・工作物　　・建築設備　　・家具等　　・樹木　　・その他3.除却対象物

1.工事場所

Ⅰ 解体工事概要

平成２８年度 旧斎場解体撤去工事 仕様書

長野県 長野市 豊野町 川谷896番地1

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成25年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成24年版）

平成5年1月12日建設省経建発第1号

・長野県建設リサイクル推進指針

・建設工事公衆災害防止対策要綱　建築工事編

平成10年12月1日建設省経建発第333号

・建築物解体工事共通仕様書・同解説

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

・建設副産物適正処理推進要綱(以下｢推進要綱｣という。)

・　現場作業は、土砂災害警戒区域(急傾斜)隣接する敷地である

・　現場作業は、施設管理者及び監督員と協議を行ない、作業を行なう。

・　敷地は、一級国道に接しており車の往来が激しく見通し悪い為搬出等を行なう際は、

　　第三者への安全を十分確保すること。

※（図示　仮設計画図による）　　

設置範囲及び高さ

騒音・粉塵等の対策

※防音パネル　　　　　・防音シート

地下埋設物及び埋設配管の解体

　・行う（　　　 図による）　　

樹木の伐採伐根及び移植

　・行う（設備図による）　　

電柱の撤去　・行う（電線あり）　・行わない

　・埋戻しを行う

※管理型　　・　　

アスベスト含有分析調査

PCB含有シーリング分析調査

ダイオキシンサンプリング調査

斎場棟

待合棟

渡廊下

ＲＣ 13.00ｍ18.00ｍ１+地階１

ＲＣ

ＲＣ 地階１

２+地階１

合計

7.00ｍ 14.00ｍ

1.80ｍ 10.80ｍ 19.04㎡

247.05㎡

147.70㎡

19.04㎡

278.12㎡

410.48㎡

113.32㎡

A-03

413.79㎡

15,580.20 ㎡

図面番号M-01

図面番号M-01

・チップ化

７
７ 検体

フィルタについても密封処理を行う。

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、粉じん機

※密封処理（二重袋梱包）

処理方法

除去物及び汚染物質等

とする。

・行う　除去方法は6.3.2による他、除去の部位・内容に応じた除去は専門工事業者の仕様

<6.3.2>アスベスト含有吹付け材の除去  3

吹付け材の除去

アスベスト含有

・行うの除去（レベル3）

<6.5.2>  5 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有成形板 アスベスト含有成形板の除去

・行わない

・行う

作業上の隔離

・行うの除去（レベル2）

<6.4.2>  4 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有保温材等 アスベスト含有保温材の除去

8.埋蔵文化財調査

7.文化財その他の埋蔵物

6.疑義に関する協議等

5.官公庁その他への

掘削作業時の教育委員会等の立会い　　　・有　　　　　　　　　・無

埋蔵文化財調査の時期　　　　　　　　　・解体工事終了後　　　・解体工事中

｢周知の埋蔵文化財包蔵地｣の該当　　　　・該当する　　　　　　・該当しない

めるところにより、発注者が保有する。

その後の措置については、監督職員の指示に従う。また、当該埋蔵物の発見者としての権利は、法律の定

　工事の施工にあたり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督職員に報告する。

とが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督職員と協議する。

　設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書によるこ

　(2)前項に規定する届出手続等を行うにあたっては、届出内容についてあらかじめ監督職員に報告する。

　(1)工事の着手、施工、完成にあたり、関係機関への必要な手続等を遅延なく行う。

　　　　　　届出手続等

4.土壌調査

3.騒音、振動調査

　調査箇所については設計図書による。

　土壌汚染に係る環境基準に準拠すること。

調査項目　・土壌調査　　・土壌調査（含有量試験）　　・ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出調査　　・廃棄物含有調査

調査の有無　　　※無　　　・有

　調査方法については設計図書による。

　⑥　その他監督職員の指示による

　⑤　しゅん工時の全景写真（着手時と同一アングルとする。）

　④　産業廃棄物収集運搬車両への積込み時及び積降し時の写真

　③　使用機械類

　②　仮設物、安全措置状況及び工程写真（除却作業状況、埋設配管等及び基礎類は入念に撮影すること。）

　①　工事着手前の現場全景、周辺及び対象建築物等の現況写真

(ⅲ) 写真

　　　発生量、搬出先名称、区分、施工条件の内容、搬出先名称、運搬距離、搬出先の種類等　　

　　 再生資源利用促進実施書に記載する事項

(ⅱ) 産業廃棄物の再資源化実施状況記録

　　①又は②に準ずる。ただし産業廃棄物管理票とあるを特別管理産業廃棄物管理票と読み替える。

　③　特別管理産業廃棄物の場合

　　　　理状況の写真）

　　イ　 終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中間処

　　ア　ﾏﾆｭﾌｪｽﾄに準じた解体材の種類ごとの数量集計表

　②　請負者が自ら処理した場合

　　　　間処理状況の写真）

　　イ　 終処分場の案内図及び処分状況の写真（中間処理にあっては中間処理施設の案内図及び中

　　　　場合はB4票を加える。)の写し、建設廃棄物処理委託契約書の写し並びに搬出解体材の数量集計表

　　ア　収集運搬車両ごとの産業廃棄物管理票（以下「ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ」という。)A票、B2票、D票及E票(建Ⅱの

　①　処理の全部又は一部を委託した場合

(ⅰ) 搬出された産業廃棄物の処理状況記録　　　取扱いについて

2.産業廃棄物の 産業廃棄物処理状況記録及び写真を次のように整備すること。

・現場出入口周辺への誘導員の配備　　・　

住民に対する災害防止関係

・情報掲示板の設置　　・パンフレットの作成　　

地域住民への情報提供

・仮囲い周辺の美化　　　・　   改善について

工事現場のイメージアップ1.工事現場の環境

そ
の
他

７

9.鎮魂祭について 着工前に、地元神社宮司による鎮魂祭を施工業者負担で執り行うこと。

分析によるアスベスト含有建材の調査

・ 行う（下表による）

<6.1.3>

調査

アスベスト含有分析  1

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
等

６

採取箇所　　※　　　　　　　　　

材　料　名

床：長尺塩ビシート

壁：有孔石膏ボード

天井：ケイカル板

天井：ジプトーン

ダクト：継手

配管：ガスケット

床：半硬質アスベスト系ビニルタイル

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

※ 定性分析　　・定量分析

調 査 方 法

備　考

箇所ごと）

測定場所測定時期 測定点（各施工測定名称

　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

　顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法による。

　アスベスト粉じん濃度測定は「JIS K3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学

測定箇所　※図示

・ 行う（測定名称及び測定点は下表による）測定

<6.1.4>ｱｽﾍﾞｽﾄ粉じん濃度 アスベスト粉じん濃度測定

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 空気の流れを確認処理作業中・ 測定 1

47mm

240min

10 l/min

0.3 f/l

120min

5 l/min

0.5 f/l

計数条件

試料の吸引流量

測定5

5min

1 l/min

測定3

計数アスベスト

試料の吸引時間

試料の透明化

25mm

50 f/l

直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比3:1以上

総アスベスト繊維数200本又は視野数50視野

アセトン－トリアセチレン法又は、シュウ酸ジエチル法

測定1,2､4､6,7,8,9,10

位相差顕微鏡計数機器

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径

アスベスト粉じん濃度測定方法

イ、測定時間

ア、測定結果

キ、測定時（各測定場所ごと）天候、温度、湿度、外気の風速及び風向

カ、顕微鏡視野面積、計数視野数

オ、マウンティング方法

エ、サンプリング条件（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）

ウ、測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）

報告書の作成（記録する項目）

  2

分析対象

　　　　　　　　　　　　アンソフィライト、トレモライト）

　　※ アスベスト ６ 種類（アモサイト、クリソタイル、クロシドライト、アクチノライト、

分析結果については、監督職員に提出すること。

※ JIS A 1481 「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

分析方法

A-02 仕上表 参照             ※

監督職員と協議の上、決定する。

A-02 仕上表

の種類

備　考数量仕　様特別管理産業廃棄物
の処理

  2 特別管理産業廃棄物

　・ 廃石綿

<5.4.1>

180.1㎡

<5.4.3>  3 PCBを含む機器類 ・電気設備図面 E-**注記による

・施工調査によりPCB使用の疑いのある場合は、監督職員に報告し、協議する。

　※（図示　/　図による）　　

撤去範囲

　・

　・「標準施工要領書（日本ｼｰﾘﾝｸﾞ工事業協同組合連合会／日本ｼｰﾘﾝｸﾞ材工業会）」による。

撤去方法  4 PCB含有ｼｰﾘﾝｸﾞ材

　　　含有調査によりPCBが含まれていた場合は、監督員との協議とする。

<5.4.4>

  5 廃  油

　・

・  関連法令等に従い回収し、焼却処分又は中間処理施設で再利用する。

廃油の回収に際しては、養生を行い土壌への汚染を防止する。

回収方法

  6 ダイオキシン類 焼却施設の解体

　・

<5.4.7>

<5.4.5>

廃棄物の焼却施設の解体に当たっては、ダイオキシン類対策特別措置法施行令（平成11年政令

第433号），労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号），廃棄物焼却施設内作業における

関係法令に従うこと。

ダイオキシン類ばく露防止対策要綱（平成13年4月25日付け厚生労働省基発第401号の２）等

・木毛板 1.8ｔ

※安定型　　・　　

※安定型　　・　　

0.6ｔ

・混合廃棄物 3.9ｔ

廃石綿

アスベスト含有成形板

アスベスト含有吹付材 180.1㎡

0.6t

名　称 仕　様 数量 備　考

トムレックス吹付 t=20アスベスト含有吹付材

・石綿含有廃棄物

石綿含有廃棄物

性能確認

(処理作業室外の場合)

除じん装置の

の排出口

負圧・除じん装置

各　　点 空気の流れを確認

・ 測定 2

・ 測定 3

－

(ｼｰﾄ養生中)

処理作業後 処理作業室内・ 測定 4

施工区画周辺又は

敷地境界

斎場棟：３箇所

斎場棟：１箇所

待合棟：１箇所

待合棟：１箇所

待合棟：１箇所

斎場棟：４箇所



有孔石膏ボードＶＰ★(Lv3)

斎 場 棟

記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

-
-

外　部　仕　上  表

屋

根 下地：均しモルタル t=25・アスファルトフェルト20kg

＃28長尺カラー鉄板瓦棒葺き（芯木なし）・雪止め：L-50ｘ50ｘ6

軒

天

待 合 棟

打放コンクリート ＶＰ

梁

柱
打放コンクリート 撥水剤吹付

外

壁

打放コンクリート 撥水剤吹付

建

具

カーテンウォール：鋼製（特殊表面処理）ヤマキファサード S-80

一般建具：鋼製（耐候性塗料仕上）

ポー

チ 縁石：御影石（稲田）水磨き  ・蹴込：本磨きワックス掛け

犬

走

り

外
部
階
段

段鼻・手摺：コンクリート製擬木

打放コンクリート 木鏝押え 伸縮目地：エラスタイト t=10＠2,250

屋

根 下地：均しモルタル t=25・アスファルトフェルト20kg

＃28長尺カラー鉄板瓦棒葺き（芯木なし）・雪止め：L-50ｘ50ｘ6

軒

天

打放コンクリート ＶＰ

梁

柱
打放コンクリート 撥水剤吹付

外

壁

打放コンクリート 撥水剤吹付

建

具

カーテンウォール：鋼製（特殊表面処理）ヤマキファサード S-80

一般建具：鋼製（耐候性塗料仕上）

室

除

風

建具：鋼製（耐候性塗料仕上）

屋根：鋼板 t=3.2 ＦＰ

テ

ラ

ス

床：コンクリート箒引き

屋根：ポリカーボネイト ・柱梁：アルミ製  ・腰壁：ポリカーボネイト

内　部　仕　上  表

室 名 称

-

壁・柱 天  井 備  考

モルタル刷毛引化粧目地切下地

※アスベスト封込措置済

本磨ワックス掛

床 巾木・腰壁

ホ ー ル

モルタル金鏝押え テラゾーブロック h=90

１階

モルタル刷毛引化粧目地切下地

柱・梁型：打放コンクリート

モルタル金鏝押え

手摺：80ｘ40ｘt1.6 楕円パイプ

      ビニールレザー巻

手摺子：60ｘ40ｘt1.6 楕円パイプ

        ＠810 ＯＰ

本磨ワックス掛

テラゾーブロック h=90

簓ボーダー：テラゾーブロック

階 段 室 Ａ

地階部分：合成ゴムシート防水 t=1.0

※アスベスト封込措置済

段鼻：SUS製 硬質塩ビ ノンスリップ

-

-モルタル刷毛引化粧目地切下地

※アスベスト封込措置済

前 室

24角 モザイクタイル

半硬質アスベスト系

100角タイル

受付カウンター：御影石（万成）

100角タイル

木製ＯＰ h=90

管 理 便 所

■廃棄備品リスト ■机ｘ２：スチール 1100ｘ730ｘh750 ■キャビネットｘ１：400ｘ600ｘh750 ■カラーボックスｘ１：600ｘ300ｘh750■カラーボックスｘ３：450ｘ300ｘh900 ■テーブルｘ１：750φｘh600

■食器棚ｘ１：600ｘ300ｘh900 ■冷蔵庫ｘ１：450ｘ500ｘh950 ■流し台ｘ１：1500ｘ550ｘh890 ■スチールロッカーｘ１：900ｘ515ｘ1800 ■ベンチプレス台ｘ1:1500ｘ300ｘh400

■椅子キャスター付ｘ３ ■ファンヒーターｘ１ ■魔法瓶ｘ６■ブルーヒーターｘ１ ■ポリタンクｘ３ ■ポリバケツｘ２ ■ブラシｘ２

■廃棄備品リスト ■ベンチｘ５：1800ｘ600ｘh650 ■カラーボックスｘ１：420ｘ300ｘh900 ■電話台ｘ１：450ｘ340ｘh600 ■ＮＴＴ公衆電話ｘ１ ■ブルーヒーターｘ１ ■椅子ｘ１ ■パイプ椅子ｘ１

■灰皿（スタンド）ｘ２ ■ゴミ箱ｘ１ ■消火器ｘ１ ■欄間窓開閉棒ｘ１

待

合

棟

和 室 Ａ 木製床組下地 畳敷

畳寄

モルタル金鏝押え 和紙貼 h=300

モルタル金鏝押え 

杉柾ベニヤ 目透張

アコーディオンカーテン

和 室 Ｂ 木製床組下地 畳敷

畳寄

モルタル金鏝押え 和紙貼 h=300

モルタル金鏝押え 

杉柾ベニヤ 目透張

アコーディオンカーテン

■衝立ｘ２：1200ｘ300ｘh900 ■座布団ｘ40 ■椅子ｘ２ ■ブルーヒーターｘ１ ■ゴミ箱ｘ３ ■塵取ｘ２

湯 沸 室 モルタル金鏝押え h=90

-モルタル金鏝押え 半硬質アスベスト系

-

-

※アスベスト封込措置済

作 業 室

機 械 室

化粧目地切

モルタル金鏝押え

モルタル刷毛引化粧目地切

木毛セメント板打込 ｔ＝20

白セメント吹付

化粧目地切

モルタル金鏝押え

化粧目地切

モルタル金鏝押え 木毛セメント板打込 ｔ＝20

白セメント吹付

モルタル金鏝押え h=90

ブ ロ ア 室

■廃棄備品リスト ■柩台ｘ１：SUS製 2200ｘ650ｘh750 ■道具箱ｘ１：鋼製 1000ｘ330ｘh900 ■消火器 50型ｘ１ ■洗濯機ｘ１

内　部　仕　上  表

室 名 称

-

壁・柱 天  井 備  考

炉 前 室
※アスベスト封込措置済

斎

場

棟

テラゾーブロック h=180

本磨ワックス掛

床 巾木・腰壁

柱・梁型：打放コンクリート ※アスベスト封込措置済

モルタル刷毛引化粧目地切下地

柱・梁型：打放コンクリート ※アスベスト封込措置済

拾 骨 室

モルタル刷毛引化粧目地切下地 ダクトカバー：13φ＠25丸鋼加工ＯＰ

祭壇甲板：御影石（稲田）本磨 ＷＡＸ

祭壇壁：モルタル金鏝 吹付タイル

間仕切スクリーン：木製 t=100

紋様：FB-2.3ｘ6  ＯＰ0

骨 分 室

ダクトカバー：13φ＠25丸鋼加工ＯＰ

テラゾーブロック h=180

本磨ワックス掛

テラゾーブロック h=180

本磨ワックス掛

■廃棄備品リスト ■柩台ｘ１：スチール 2200ｘ650ｘh750 ■テーブルｘ１：スチール 1200ｘ750ｘh700 ■パイプ椅子ｘ１ ■車椅子ｘ１ ■灰皿スタンドｘ１ ■魔法瓶ｘ５ ■傘ｘ４

■廃棄備品リスト ■ベンチｘ１：スチール 1700ｘ600ｘh700 ■ゴミ箱ｘ１：スチール ■焼香台用品ｘ１式 ■湯呑

■廃棄備品リスト ■拾骨台ｘ１：SUS製 800ｘ450ｘh750 ■拾骨皿ｘ１：SUS製 1900ｘ350ｘh50 ■テーブルｘ１： 1200ｘ750ｘh700 ■ワゴンｘ２： 700ｘ450ｘh650 ■ワゴンｘ１： 450ｘ450ｘh750

■ワゴンｘ１： 600ｘ400ｘh400 ■モップｘ１ ■消火器 10型ｘ１

仕 上 表

A-02

■電気ポットｘ１■廃棄備品リスト ■流し台 SUS製ｘ１：1800ｘ600ｘh890 ■テーブルｘ１：1200ｘ600ｘh630 ■丸椅子ｘ３ ■食器棚ｘ１：900ｘ450ｘh700（茶器一式） ■ＩＨヒーターｘ１ ■薬缶ｘ１■魔法瓶ｘ５

■石油ストーブｘ１ ■ゴミ箱ｘ１ ■消火器ｘ１■ポリタンクｘ４

モルタル刷毛引化粧目地切下地モルタル金鏝押え

本磨ワックス掛

テラゾーブロック h=90

-

※アスベスト封込措置済

モルタル刷毛引化粧目地切下地

※アスベスト封込措置済

モルタル金鏝押え

本磨ワックス掛

テラゾーブロック h=90

女 子 便 所 24角 モザイクタイル 100角タイル100角タイル

２階 風 除 室

ホ ー ル

倉 庫

-

化粧目地切

モルタル金鏝押え

モルタル刷毛引化粧目地切

木毛セメント板打込 ｔ＝20

白セメント吹付モルタル金鏝押え h=90

-

鋼製建具（特殊表面仕上）

透明ガラス t=5.0

-

-

■廃棄備品リスト ■座卓ｘ２：1200ｘ800ｘh350 ■飾棚ｘ１：1200ｘ550ｘh350 ■電気炬燵ｘ２：900ｘ900ｘh350 ■電気炬燵用テーブルｘ２ ■電気炬燵用上掛け布団ｘ２

■ストーブｘ１ ■ストーブ用タンクｘ１ ■ファンヒーターｘ１ ■ポリタンクｘ４ ■ポリタンクｘ４ ■掃除機ｘ１ ■掃除機ｘ１ ■薬缶アルミ製ｘ２ ■車椅子ｘ１ ■揚水ポンプｘ１

-

地階 渡 廊 下

モルタル刷毛引化粧目地切下地

柱・梁型：打放コンクリート

モルタル金鏝押え

本磨ワックス掛

テラゾーブロック h=90

簓ボーダー：テラゾーブロック

モルタル刷毛引化粧目地切下地

柱・梁型：打放コンクリート ※アスベスト封込措置済

手摺：80ｘ40ｘt1.6 楕円パイプ

      ビニールレザー巻

手摺子：60ｘ40ｘt1.6 楕円パイプ

        ＠810 ＯＰ

簓ボーダー：テラゾーブロック

渡廊下階段

段鼻：SUS製 硬質塩ビ ノンスリップ

地階部分：合成ゴムシート防水 t=1.0

■廃棄備品リスト ■ポリバケツｘ２ ■モップｘ１ ■塵取ｘ１

-

-

便 所 踏 込

物 置 化粧目地切

モルタル金鏝押え

モルタル刷毛引化粧目地切

木毛セメント板打込 ｔ＝20

白セメント吹付モルタル金鏝押え h=90

モルタル刷毛引化粧目地切下地

※アスベスト封込措置済

本磨ワックス掛

モルタル金鏝押え テラゾーブロック h=90

■廃棄備品リスト ■ポリバケツｘ１ ■ブラシｘ１ ■汚物入れｘ２

-

男 子 便 所 24角 モザイクタイル 100角タイル100角タイル

■廃棄備品リスト ■ブラシｘ１■ポリバケツｘ１ ■鏡ｘ１

渡

廊

下

待

合

棟

現場研テラゾ真鍮目地切 の上

現場研テラゾー真鍮目地切 の上、長尺塩ビシート張（ノンスリップ）

長尺シート：（ノンスリップ）

現場研テラゾ真鍮目地切 の上

長尺シート：（ノンスリップ）

現場研テラゾ真鍮目地切 の上

モルタル金鏝押え h=90 モルタル刷毛引化粧目地切

既存事務室 木製ＯＰ h=90

増築事務室 ＣＦシート ビニル巾木 ビニールクロス

※アスベスト封込措置済

蹴込：テラゾーブロック

カーペットタイル

カーペットタイル

カーペットタイル

ガラスブロック埋込

モルタル金鏝押え

簓ボーダー・蹴込：テラゾーブロック

型

型

・
型

型

・

モルタル刷毛引化粧目地切下地

柱・梁型：打放コンクリート

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

・(Lv1)・(Lv3)の表記のある仕上材は、アスベスト含有建材を示し、その作業レベルの表記である。

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

モルタル刷毛引化粧目地切下地

エポキシ系吹付タイルローラー仕上

吹付タイル

吹付タイル

吹付タイル

吹付タイル

吹付タイル

段裏：モルタル刷毛引 吹付タイル

吹付タイル

柱・梁型：吹付タイル

ジュラクサテン吹

ジュラクサテン吹

吹付タイル

吹付タイル

柱・梁型：吹付タイル

柱・梁型：吹付タイル

吹付タイル

吹付タイル 吹付タイル

段裏：モルタル刷毛引 吹付タイル

モルタル金鏝押え h=1800

トムレックス吹付 ｔ＝20 エンボス仕上(Lv1)

※アスベスト封込措置済

炉：(株)宮本工業 昭和48年 ９月製
ダクト：★継手
配管：★ガスケット

ケイカル板 ＶＰ★（Lv3）

ジプトーン★（Lv3）

有孔石膏ボードＶＰ★(Lv3)

半硬質アスベスト系
ビニールタイル★（Lv3）

ビニールタイル★（Lv3）

長尺塩ビシート★（Lv3）

ビニールタイル★（Lv3）

長尺塩ビシート★（Lv3）

長尺塩ビシート★（Lv3） 吹付タイル

ケイカル板 ＶＰ★（Lv3）

ケイカル板 ＶＰ★（Lv3）

ケイカル板 ＶＰ★（Lv3）

・★(Lv3)の表記のある仕上材は、アスベスト含有が疑われる建材を示す。アスベスト含有調査が必要。



ケヤキ：H7.0m

ナラ：H10.0m

サクラ：H20.0m

クルミ：H20.0m

クルミ：H10.0m

ケヤキ：H10.0m

ナラ：H5.0m

サクラ：H10.0m

サクラ：H5.0m

ホウ：H5.0m

サクラ：H15.0m

サクラ：H15.0m

サクラ：H15.0m

クワ：H10.0m

クルミ：H5.0m

ヒノキ：H3.0m

ヒノキ：H3.0m

イチイ：H3.0m

土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社

A1:1/200
A3:1/400平成28年度 旧斎場解体撤去工事

サクラ：H10.0m

クルミ：H10.0m

斎場棟

ツゲ：H1.5m

マツ：H5.0m

イチイ：H3.0m

■斎場棟前植栽帯内

■待合棟前植栽帯内

■パイプ椅子ｘ５

■傘立：樹脂製ｘ２
・280ｘ280ｘH430

・1,200ｘ440ｘH850
■流し台：SUS製ｘ１

■ワイパー：樹脂性ｘ２

■箒ｘ４
■竹箒ｘ１

■ホース：20ｍｘ１

■モップｘ１
■ブラシｘ１

■ちりとりｘ１
■箕ｘ１

■収骨皿：SUS製ｘ１
・2,000ｘ300ｘH50

■火はさみｘ４

■５角棒：鋳鉄製ｘ３
・L＝1,550 ５角形 一辺50

■蓋：鋳鉄製ｘ２・900φ

■オイルタンク：鋼製
・700ｘ450ｘH1,200

■空ドラム缶ｘ３
■ドラム缶治具：鋼製ｘ４

■スチールロッカーｘ１
・900ｘ515ｘ1,800

■トタンｘ１・900ｘ1,800
■一輪車残骸ｘ１

■雪掻きｘ５
■スノーダンプｘ２

■傘ｘ９
■スコップｘ２

■如雨露ｘ１
■空気入れｘ１

■Ａ型バリケードｘ１
■カラーコーンｘ８

◎ＢＭ
・±0

・

・

・

・

・-160

-135

・-1,210

-2,325

-3,700

-4,570

（Ｕ字溝底：-4,870）

・-4,645

・
-4,905

・-6,835

・-8,985

・-10,885

・-12,805

・-12,525

交通誘導員

A-03

解体撤去図 １

防油堤

側溝

引込柱 既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

外灯

中電柱

中電柱

キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
：
W=6.0m

■地下通路■

砕石充填

Ａ

・420ｘ200ｘH520
■傘立：鋼製ｘ１

■外灯：鋼製
・H3,000・φ=100

・H3,000・φ=100
■引込柱：鋼製

・350ｘ1,900ｘ50ｘ８
■側溝蓋：鋼製

・マツ   5.0ｍ
・イチイ 3.0ｍ
・ツゲ   1.5ｍ
・庭石 1,200ｘ  600ｘ1,000
・庭石 1,200ｘ1,000ｘ  750
・庭石   600ｘ  600ｘ  600
・庭石   600ｘ  600ｘ  600

・イチイ 3.0ｍ

・庭石 1,500ｘ  650ｘ  500
・庭石   900ｘ  800ｘ  650
・庭石   900ｘ  600ｘ  450
・庭石   600ｘ  300ｘ  300

■ガードパイプ：鋼製
・3,000ｘH820・φ=60
・2,000ｘH820・φ=60

■側溝：300Ｕ字溝

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔa

Ｔb

Ｔb

Ｔb

Ｔb

Ｔb

Ｔb

Ｔb

Ｔc

Ｔc

軽

閉鎖用鎖４ｍ
車止め：ガードパイプ ２台

街路灯

中電柱

引込柱

Ｔb
ナラ：H20.0m

待合棟

既存間知ブロック擁壁

撤去・廃棄備品リスト
外構（外廻り）

縮尺：1/100

2,000
450

吊上げフック
U-D13 定着300

      6.0φｘ100ｘ100 側面ｘ４面
基礎：コンクリート450立法

45
0

1,
10

0

65
0

ガードパイプ：Ｕ60型（60φ）

吊上げフック：U-D13 定着300

■車止め：ガードパイプ：２台

■既存樹木について

コンクリート舗装

アスファルト舗装

凡例・特記事項

外構（外廻り）
残置リスト

Ｔa
  伐採  根元より+500

・架空電線(中電)に干渉する樹木の

・前面道路(国道18号)に干渉する樹木の

  伐採  根元より+500

  伐採  根元より+500

Ｔb

Ｔc・斎場棟 東 擁壁上 ヒノキの

■防油堤：ＲＣ造
・3,600ｘ2,780ｘD500・t=150

・砕石充填：5.0ｍ3



クルミ：H10.0m

ケヤキ：H10.0m

サクラ：H10.0m

サクラ：H5.0m

ホウ：H5.0m

サクラ：H15.0m

サクラ：H15.0m

サクラ：H15.0m

ヒノキ：H3.0m

ヒノキ：H3.0m

サクラ：H10.0m

クルミ：H10.0m

ツゲ：H1.5m

マツ：H5.0m

イチイ：H3.0m

56.846ｍ2

4.000ｍ2

土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

A1:1/100
A3:1/200

A-04

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
2m・

3m H820

中電柱

・

・

・

・

・-160

・

・-6,835

-2,325

-3,700

-4,570

-4,905

・-10,885

・-8,985

-135

450.455ｍ2

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

既
存
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁

防油堤

外灯

◎ＢＭ
・±0

■地下通路砕石充填■

4,0
00

1,500

5,8
50

3,400

4,3
00

3,
70

02,
32

5

▼ＧＬ ▼ＧＬ

3,
97

5
6,

30
0

2.248ｍ2

3.398ｍ2

2,
60

0
6,

30
0

2,
25

0

3,656.8

▼地下通路ＦＬ ▼地下通路ＦＬ

1,510
地下水通水孔：150φ＠1,000

枠
組
本
足
場
＋
飛
散
防
止
シ
ー
ト
：
H=9.0m・

L=17.0m

枠組本足場＋飛散防止シート：H=9
.0m

・L=2
2.0

m

解体撤去図 ２

階段室

イチイ：H3.0m

・-4,645
（Ｕ字溝底：-4,870）

引込柱

階段室

・-1,210

既存側溝

既
存
側
溝

既
存
側
溝

既
存
側
溝

既存側溝

既存側溝

既
存
側
溝

既
存
側
溝

既
存
側
溝

待合棟

2,000

縮尺：1/100

既存間知ブロック擁壁

450
吊上げフック
U-D13 定着300

      6.0φｘ100ｘ100 側面ｘ４面
基礎：コンクリート450立法

45
0

1,
10

0

65
0

ガードパイプ：Ｕ60型（60φ）

吊上げフック：U-D13 定着300

2,5
00

1,650

便槽

4,000

1,8
00

便槽

3,600

2,7
00

湯沸室

1,0
00

■落下防止ガードパイプ：16台

斎場棟

2.543ｍ
2.157ｍ

1,200

３．砕石を充填、転圧：5.50ｍ3

■待合棟 湯沸室  ・A-21図参照

４．土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 10.00ｍ2

■待合棟 便槽 ・A-21図参照

２．地下水通水孔を穿孔（解体重機使用）

  上屋のみを撤去。陥没防止のため砕石充填、地下水通水孔を穿孔

１．便槽内部を洗浄、汲み取り、消毒

■待合棟 湯沸室、及び、便槽について

１．内装仕上材を撤去

◎施工方針：土間コンクリート以下（1FL以下）躯体存置

２．天井スラブ撤去：7.20ｍ2（カッター入れ：11.60ｍ）

ナラ：H5.0m
３．地下水通水孔を穿孔（解体重機使用）

４．砕石を充填、転圧：10.80ｍ3

５．土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 7.20ｍ2

ピット（地下煙道）

7.038ｍ

１．便槽内部を洗浄、汲み取り、消毒

■斎場棟 便槽 ・A-15図参照

２．天井スラブ撤去：4.50ｍ2（カッター入れ：8.30ｍ）

３．地下水通水孔を穿孔（解体重機使用）

４．砕石を充填、転圧：7.00ｍ3

５．土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 4.50ｍ2

コンクリート舗装

アスファルト舗装
凡例・特記事項

■建築物解体について

◎施工方針：土間コンクリート以下を存置。上屋のみを撤去

■斎場棟

２．柱脚部分 SL-50まで撤去：700ｘ700 18箇所

◎施工方針：土間コンクリート以下（1FL以下）躯体存置

■待合棟

２．柱脚部分 SL-50まで撤去：700ｘ700 ８箇所

３．壁・柱脚撤去部分 コンクリート充填

３．壁・柱脚撤去部分 コンクリート充填

１．壁部分 SL-50まで撤去 ：126.00ｍ（カッター入れ：252.00ｍ）

１．壁部分 SL-50まで撤去 ：68.50ｍ（カッター入れ：137.00ｍ）

  上屋のみを撤去。陥没防止のため砕石充填、地下水通水孔を穿孔

■斎場棟 階段室、及び、便槽について

１．内装仕上材を撤去

２．地下水通水孔を穿孔（解体重機使用）

■斎場棟 階段室  ・A-16図参照

４．土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 16.50ｍ2

３．砕石を充填、転圧：105.00ｍ3

３．地下水通水孔を穿孔（解体重機使用）

■斎場棟 ピット（地下煙道） ・A-18図参照

１．ピット（地下煙道）内部を除染、洗浄

５．土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 14.40ｍ2

４．砕石を充填、転圧：14.40ｍ3

７．土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 22.00ｍ2

１．内装仕上材を撤去

６．砕石を充填、転圧：40.00ｍ3

８．待合棟階段部分  土間コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 4.20ｍ2

◎施工方針：躯体存置、陥没防止のため砕石充填、地下水通水孔を穿孔

５．地下水通水孔を穿孔（解体重機使用）

２．アスファルト舗装を撤去：22.00ｍ2（カッター入れ：19.00ｍ）

３．根切り（オープンカット）：14.00ｍ3

４．天井スラブを撤去：6.00ｍ2（カッター入れ：11.00ｍ）

■地下通路部分について ・A-13図参照

９．擁壁部分  コンクリート打設：t=150 D-13 ＠200縦横 3.00ｍ2 ・A-13図参照

中電柱

引込柱

ナラ：H20.0m

街路灯

既存側溝

（砕石充填）

２．天井スラブ撤去：14.40ｍ2（カッター入れ：26.00ｍ）



A1:1/200
記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事 A3:1/400
株式

会社

面積算出表

A-05



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事

配 置 図

株式

会社

A1:1/300
A3:1/600

A-06



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

平 面 図

A1:1/100
A3:1/200

事務室

ピット

A-07



土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

立 面 図

A1:1/100
A3:1/200

引違窓：アルミ建具 ｗ1,670ｘｈ1,300

引違窓：アルミ建具 ｗ1,670ｘｈ1,300

外壁：窯業系サイディング 鉄骨下地

A-08

腰壁：ポリカーボネイト

屋根：ポリカーボネイト

柱・梁構成部材：アルミ製

外壁：窯業系サイディング 鉄骨下地

腰壁：ポリカーボネイト

屋根：ポリカーボネイト

柱・梁構成部材：アルミ製

腰壁：ポリカーボネイト

屋根：ポリカーボネイト

柱・梁構成部材：アルミ製



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

A1:1/200
平成28年度 旧斎場解体撤去工事 A3:1/400

株式

会社

断 面 図

A-09



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

A1:1/100
A3:1/200

天 井 伏 図

A-10



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

A1:1/100
A3:1/200

屋 根 伏 図

A-11



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

A1:1/20
A3:1/40

矩 計 図 １

砕石充填

※
既
存
擁
壁
勾
配
に
合
わ
せ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
：
t=
15
0 
D1
3＠

20
0ﾀ
ﾃﾖ
ｺ

1,
45

0

A-12



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

A1:1/20
平成28年度 旧斎場解体撤去工事 A3:1/40

株式

会社

矩 計 図 ２

A-13



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

階 段 詳 細 図 １

A1:1/30・1/40
A3:1/60・1/80

A-14

1,
50

0

2,500

土間コンクリート打設

地下水通水孔穿孔

砕石充填転圧

斎場棟 管理便所 便槽 閉塞図  縮尺1/30

3,600

55
0

土間コンクリート打設

地下水通水孔穿孔

砕石充填転圧

待合棟 男女便所 便槽 閉塞図  縮尺1/40



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

A1:1/40
A3:1/80

階 段 詳 細 図 ２

5,500

6,
35

0

土間コンクリート打設

地下水通水孔穿孔

砕石充填転圧

斎場棟 階段室 閉塞図  縮尺1/40

A-15



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

A1:1/50
A3:1/100

待 合 棟 展 開 図

A-16



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

斎 場 棟 展 開 図

砕石充填転圧

土間コンクリート打設

地下水通水孔穿孔

斎場棟 ピット（地下煙道） 閉塞図  縮尺1/20

A1:1/50 ・1/20
A3:1/100・1/40

A-17



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社
A3:1/100
A1:1/50

建 具 表 １

A-18



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社
A3:1/100
A1:1/50

建 具 表 ２

A-19



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

詳 細 図

※現在、コンクリート製 擬木にて改修されている。
※この図面の外部階段は、存在しない。

※現在、存在しない。

A1:1/20・1/30
A3:1/40・1/60

土間コンクリート打設

地下水通水孔穿孔

砕石充填転圧

3,900

1,
50

0

待合棟 男女便所 便槽 閉塞図  縮尺1/30

A-20



土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

建 築 構 造

A1:1/100
A3:1/200

S-01

基礎伏図・２階梁伏図

■待合棟：杭総数 20本■ ■斎場棟：杭総数 12本■

※設計変更されている。
S-06 変更基礎伏図 参照



建 築 構 造

土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

A1:1/100
A3:1/200

S-02

屋根梁伏 図



土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

建 築 構 造
S-03

A1:1/40
A3:1/80

架構詳細 図



土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

建 築 構 造
S-04

床・壁リスト・階段詳細図

A1:1/40
A3:1/80



土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

A1:1/40
A3:1/80

S-05

梁・基礎リスト
建 築 構 造



土木管理総合試験所
一級建築士事務所
一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

記事 工事名称

図面名称

縮尺

製図 校閲

日付 図面番号
株式

会社
平成28年度 旧斎場解体撤去工事

S-06

変更基礎伏図
建 築 構 造

A1:1/100
A3:1/200



ＦＬ　４０Ｗ×２　ＧＨ ＦＬ　４０Ｗ×１　ＧＨ ＦＬ　４０Ｗ×１　ＧＨ ＬＥＤ電球×５Ａ Ｂ Ｃ Ｄ１

Ｆ Ｇ

Ｈ２

Ｅ

Ｊ

Ｎ Ｏ

Ｉ

ＲＱ

ＦＬ　１０Ｗ×１　 ＩＬ　４０Ｗ×１　

ＬＥＤ電球×４ ＬＥＤ電球×１

ＩＬ　６０Ｗ×６

舟型　フランジ
チェーン吊り

逆富士型

ＬＥＤ電球×４ＬＥＤ電球×２

ＬＥＤ電球×８Ｈ１

ＬＥＤ電球×３Ｄ２

照明姿図

O

反射笠（ガード付）

４．５ｍ　鋼管ポール

KS
60A

鋼板製露出型（防水）

MCCB3P
60AF/50AT

MCCB3P
30AF/30AT

ＩＬ　４０Ｗ×１　

ＨＦ　２００Ｗ

配置図　Ｓ＝１／３００

樹脂製　露出型（防水）

Ｓ Ｔ ＶＵ ＦＬ　１０Ｗ×１ ＩＬ　４０Ｗ×１ＩＬ　６０Ｗ×４ ＦＬ　１５Ｗ×１

記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

電気設備　解体撤去図１（構内配電線路：引込盤・照明器具姿図）

E-01

A1:1/300
A3:1/600

待合室棟

斎場棟

引込開閉器盤－１

HB
30AF/20AT

鋼板製露出型（防水）

MCCB3P
60AF/50AT

MCCB3P
150AF/150AT

MCCB3P
60AF/60AT

HB
30AF/20AT

待合棟分電盤まで撤去

（鋼管ポール７ｍ）

（鋼管ポール７ｍ）

ＣＶ１４゜－３Ｃ

引込柱－２

電気会社柱

引込開閉器盤－２

Ｓ－１

引込柱－１

引込開閉器盤－１ 引込開閉器盤－２

Ｓ－１
電話避雷器×２

ＶＶＦ１．６－３Ｃ（Ｅ１９）

ＤＶ２．６－３Ｃ

ＶＶＲ１４゜－３Ｃ（ＰＥ３６）
ＶＶＲ３８゜－３Ｃ（ＰＥ５４）

引込線

ＤＶ２．６－３Ｃ（Ｅ３１）

電力会社ＷＨＭ
電力量計スペース

電力会社ＷＨＭ
電力量計スペース



H1

JJ

D2

A A

G

F

ホ

ホ

ハ

ハ
G

E

D1

D1

ヲ

リ

ヌ

ルヌ

ル

ルヲ

S
イ

V

Q

ロ

R R

H2

ト

Q
ヘ

B

ホBB

ヘ チト

G

G

Uル

ロル

ロイ

３Ｗ×２

G
３Ｗ

イ

イ

イ

ニ

２２

３Ｗ

２

２

２

２

２

２

ＷＰ

２

ＷＰＷＰ

２

２

２

ＥＴ

２

特記無きは配管内配線とする。

記　号

二重天井内配線

天井隠ぺい配管

床隠ぺい配線

凡　例　電灯設備

露出配線

ＩＶ１．６×２　（１９）

名　　　　　称 摘　　　要 備　　考

特記無きは配管内配線とする。

特記無きはころがし配線とする。
壁内立上り・引下げ及び壁通部分
は指示された配管で保護すること。

特記無きは配管内配線とする。

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ

負荷名称

１００

負荷容量 電圧 回路

（ＶＡ） （Ｖ） Ｎｏ

負荷名称
負荷容量電圧回路

（ＶＡ）（Ｖ）Ｎｏ

－ 計 計

合計

鋼板製埋込型

１００Ｖ

Ｌ－１

１００Ｖ
１００照明、コンセント

照明 １００

１００Ｖ

ＮＦＢ　３Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＮＦＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／　２０ＡＴ×６

予　備－

１００Ｖ
１００

照明

コンセント コンセント

１００Ｖ

－

１００

負荷名称

１００

負荷容量 電圧 回路

（ＶＡ） （Ｖ） Ｎｏ
負荷名称

負荷容量電圧回路

（ＶＡ）（Ｖ）Ｎｏ

計 計

合計

１００Ｖ １００Ｖ
１００照明、コンセント

コンセント １００

１００Ｖ

ＮＦＢ　３Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＮＦＢ　１Ｐ　５０ＡＦ／　２０ＡＴ×８

コンセント

１００Ｖ
１００

－

－－

照明

照明

１００Ｖ

－

１００

１φ３Ｗ　２１０／１０５Ｖ

チ

チ

チ

チ

チ

チ

ＩＶ２．０×２　（１９）

ＩＶ１．６×３　（１９）

ＩＶ１．６×４　（２５）

チ
リ

３Ｗ＋１Ｐ×２

３Ｗ×２

コンセント １００

１ ２

４

－

－

－

－

－

３

５

５

３

１ ２

４

７

６ １００ －

－

－

照明、コンセント

－

－

－

１００Ｖ １００Ｖ

B B

J

３

３

ニホ

T

２

B B

C

C

C

C

C

３

３

ニ

リ

ロ

イロ
ニ
ホ

ＷＰ

G

G

G

G

N

N

記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

電気設備　解体撤去図２（電灯・コンセント設備）

E-02

A1:1/100
A3:1/200

鋼板製埋込型Ｌ－２

１００Ｖ

１００Ｖ

ー－
１００Ｖ

１００

ＮＦＢ　３Ｐ
５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＮＦＢ　２Ｐ　５０ＡＦ／　２０ＡＴ×１

予　備－１００

１００

ＩＶ１．６×２　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ１．６×２　　（１９）

ＩＶ１．６×２　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ１．６×３　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ１．６×３　　（１９）

ＩＶ１．６×３　　（１９）

１

３

Ｌ－２

ＩＶ１．６×３　　（１９）

Ｌ－１

７

４ ５

６

ＩＶ１．６×２　　（１９）

露出スイッチ

３

５

ＩＶ１．６×２　　（１９）

露出スイッチ

１

ＩＶ１．６×２　　（１９）

露出スイッチ

４

丸型露出ボックス(3方出)

丸型露出ボックス(2方出)

露出スイッチ

２

２

ＩＶ１．６×２　（ＭＭＡ）

ＩＶ１．６×２　（ＭＭＡ）

ＩＶ１．６×２　（ＭＭＡ）

ＩＶ１．６×５　　（２５）

ＩＶ１．６×５　　（２５）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ１．６×３　　（１９）

ＩＶ１．６×２　　（１９）ＩＶ１．６×２　　（１９）

ＩＶ１．６×２　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ２．０×２　　（１９）

ＩＶ１．６×３　　（１９）

ＩＶ１．６×３　　（１９）



ＡＭＰ
ＭＩＣ

Ｅ３

アンプ 東芝　ＶＡ－１０４Ｔ担当

スピーカー

マイク

凡　例　
名　　　　　称 摘　　　要記　号 備　　考

インターホン（親機）

電話用ボックス 金属ノズプレート付

ＡＭＰ

ＭＩＣ

インターホン（子機）

東芝　ＯＢ－７１１９Ａ担当

東芝　ＳＰ－１０６担当

東芝　ＨＴ－４１１担当

東芝　ＨＴ－５１１担当

ＩＶ２２°×３　　（３１）　動力

ＩＶ１４°×３　　（３１）　電灯

　　　　　　　　　（１９）　×２　ＴＥＬ

ＩＶ１．２×２　　（１９）　放送

ＩＶ２２°×３　　（３１）　動力

ＩＶ１４°×３　　（３１）　電灯

　　　　　　　　　（１９）　×２　ＴＥＬ

ＩＶ１．２×２　　（１９）　放送

ＩＶ２２°×３　　（３１）　動力

ＩＶ１４°×３　　（３１）　電灯

　　　　　　　　　（１９）　×２　ＴＥＬ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

　　　　　　　　　（１９）　

　　　　　　　　　（１９）　

ＩＶ２２°×３　　（３１）　動力
ＩＶ１４°×３　　（３１）　電灯
　　　　　　　　　（１９）　×２　ＴＥＬ
ＩＶ１．２×２　　（１９）　放送

ＩＶ２２°×３　　（３１）　動力
ＩＶ１４°×３　　（３１）　電灯
　　　　　　　　　（１９）　×２　ＴＥＬ
ＩＶ１．２×２　　（１９）　放送

記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号

土木管理総合試験所
図面名称 製図 校閲一級建築士事務所

一級建築士　建設大臣登録　第251370号

一級建築士事務所　長野県知事登録（長野）B　第15063号

平成28年度 旧斎場解体撤去工事
株式

会社

電気設備　解体撤去図３（弱電設備）

E-03

A1:1/100
A3:1/200

ＩＶ１．２×２　　（１９）

ＩＶ１．２×２　　（１９）

ＰＢ　３００×２００×１００
（セパレーター付）

ＰＢ　３００×２００×１００
（セパレーター付）埋込

ＰＢ　３００×２００×１００
（セパレーター付）埋込

ＰＢ　３００×２００×１００
（セパレーター付）埋込

動力盤（別途）

ＩＶ１．２×２　　（１９）

ＩＶ１．２×２　　（１９）

Ｅ１４°（１９）

ＩＶ１．２×２　　（１９）

ＩＶ２２°×３　　（３１）

ＩＶ１４°×３　（３１）

Ｌ－１

Ｌ－２

ＩＶ１４°×３　（３１）



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号
土木管理総合試験所 図面名称 製図 校閲一級建築士事務所一級建築士 建設大臣登録 第251370号一級建築士事務所 長野県知事登録（長野）B 第15063号 平成28年度 旧斎場解体撤去工事株式会社 機械設備 撤去機器表 M-01A1: -A3: -

記 号 名 称 仕 様 台 数 電 気 容 量 備 考φ Ｖ ｋＷ 設 置 場 所ＡＣ－１ １ 斎場棟 １階 事務室１ １００型式 壁掛型 冷房専用 Ｒ－２２ルームエアコン ０．８冷房能力 ２．８ｋＷ ＭＳＹ－２８８（三菱）室外機：710x255x540H（34kg）室内機：815x186x275H（9kg）ＡＣ－２ １ 斎場棟 １階 骨分室１ ２００型式 壁掛型 冷房専用 Ｒ－２２ルームエアコン １．５ ＭＳＹ－４０８（三菱）室外機：710x255x540H（34kg）室内機：815x186x275H（9kg）冷房能力 ４．０ｋＷＡＣＰ－１ １ 待合棟 １階 和室Ａ１ ２００型式 壁掛型 Ｒ－２２空冷式パッケージエアコン ４．６ ＲＹＪ１１２Ｆ（ダイキン）室外機：830x320x1215H（99kg）室内機：1235x200x360H（31kg）冷房能力 １０．０ｋＷ 暖房能力 １１．２ｋＷＦＦ－１ １ 斎場棟 １階 事務室１ １００型式 床置型 給排気筒共ＦＦ式石油暖房機 ０．２ ＦＦ－５０００Ｔ７（サンポット）800x349x594H（40kg）暖房能力 ５．８１ｋＷＴＯ－１ １ 斎場棟 屋外－ －型式 １００Ｌ 鋼板製 灯油用地上式オイルタンク － 700x450x(750+450)H（40kg）ＴＯ－２ １ 斎場棟 屋外－ －型式 ３０００Ｌ 鋼板製 灯油用地上式オイルタンク －ＴＯ－３ １ 待合棟 屋外－ －型式 ２００Ｌ ホームタンク 灯油用地上式オイルタンク －ＷＨＧ－１ １ 斎場棟 １階 事務室－ －型式 屋内壁掛型 ５号 元止式ガス瞬間湯沸器 －ＷＨＥ－１ １ 待合棟 １階 湯沸室１ １００型式 屋内壁掛型 貯湯量１４Ｌ 元止式電気温水器 ０．８ ＥＷＭ－１４（イトミック）ＦＥ－１ ４ 斎場棟 １階 管理便所１ １００型式 羽根径２０ｃｍ壁付換気扇 ０．１ＦＥ－２ ３ 斎場棟 １階 事務室，機械室１ １００型式 羽根径２５ｃｍ壁付換気扇 ０．１ＦＥ－３ ３ 斎場棟 １階 作業室，ブロワー室１ １００型式 羽根径３０ｃｍ壁付換気扇 ０．１ＦＥ－４ １ 斎場棟 １階 骨分室１ １００型式 羽根径４０ｃｍ壁付換気扇 ０．２ 待合棟 １階 男子・女子便所，湯沸室
ＣＹ－１ 待合棟 １階 ホール，和室Ｂ２ １ １００型式 羽根径９０ｃｍシーリングファン ０．１
洋風大便器 ロータンク式 管理便所 作業室 男子便所 女子便所斎場棟 合計待合棟
和風大便器 フラッシュバルブ式洗面器 壁掛型，単水栓掃除流し バック付，単水栓

仕 様器 具 名 １ ２ １ ２２３４小便器 フラッシュバルブ式
冷媒の回収は（・本工事 ・別途工事 ）とする。冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は改修標準仕様書による。冷媒の回収は（・本工事 ・別途工事）とし、処分費は（・本工事 ・別途工事）とする。特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保に関する法律施行規則の全部を改正する省令（平成２６年度経済産業省・環境省令第７号）による、適切処理を行う事。（ウ）特定家庭用機器廃棄物管理表（家電リサイクル券）の写し（家庭用エアコン等の場合）冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し（イ）フロン類回収証明書
冷媒フロン回収特記仕様

撤去機器表

撤去器具表
１ １１１ １ １ １１ １



記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号
土木管理総合試験所 図面名称 製図 校閲一級建築士事務所一級建築士 建設大臣登録 第251370号一級建築士事務所 長野県知事登録（長野）B 第15063号 平成28年度 旧斎場解体撤去工事株式会社 機械設備 撤去平面図 M-02A1:1/100A3:1/200

斎場棟 １階平面図

待合棟 １階平面図

待合棟 ２階平面図 １００１００

Ｍ
７５１００
２０

２０

２５２５

２５２０２０１５ ２５

２５ ２５

５０，７５

（室外機）ＡＣ１１ＷＨＧ１ＡＣ（室内機）
２ＦＥ １ＴＯ１ＦＦ
２ＦＥ１ＦＥ

２ＦＥ３ＦＥ３ＦＥ３ＦＥ４ＦＥ２ＡＣ２ＡＣ（室内機）（室外機） ２ＴＯ

１ＡＣＰ１ＡＣＰ （室内機）（室外機）
２ＴＯ

１ＦＥ １ＦＥ
１ＦＥ１ＷＨＥ
１ＣＹ１ＣＦ

散水栓撤去（ボックス共）

１２３４５６
７ １桝記号２３４５６７ ３００×３００×４００Ｈ３００×３００×４５０Ｈ３００×３００×５００Ｈ３６０×３６０×５５０Ｈ３６０×３６０×６５０Ｈ４５０×４５０×７５０Ｈ６００×６００×１０００Ｈ （コンクリート蓋共）（コンクリート蓋共）（コンクリート蓋共）（コンクリート蓋共）（コンクリート蓋共）（コンクリート蓋共）（コンクリート蓋共）桝の大きさ【参考 排水桝一覧表】

Ｒ

Ｒ Ｏ２０ ２０

※特記無き配管は土中を示す。

※特記無き配管は土中を示す。

（露出）
６５ＣＯＡ５０ Ｃ５０

２０

７５７５Ｄ６５Ｄ６５４０
２０（露出）

５０ ＣＯＡ５０６５４０ Ｃ５０Ｃ５０１５ ２０ １５
２５，２５（露出）ＯＯ

※屋外埋設配管及び排水桝は残置とする。

親メータ２０ｍｍ：取外し・撤去処分量水器ボックス：残置量水器ボックス内にてプラグ止め×２



飯綱町飯綱町飯綱町
飯綱町

飯綱町

長野市長野市長野市
長野市 長野市

長野市

飯綱町株式会社 土木管理総合試験所
記事 工事名称 縮尺 日付 図面番号図面名称 製図 校閲平成28年度 旧斎場解体撤去工事機械設備 屋外撤去配管図 M-03A1:1/2000A3:1/4000一級建築士事務所一級建築士 建設大臣登録 第251370号一級建築士事務所 長野県知事登録（長野）B 第15063号

給水管５０φ（ＧＬ－８００）

給水管５０φ（ＧＬ－８００）
給水管２０φ（ＧＬ－８００）

Ｎｏ．２０－１ 親メータ５０ｍｍ：取外し・返却量水器ボックス：残置量水器ボックス内にてプラグ止め×２

Ｎｏ．２６－８５ 子メータ１３ｍｍ：取外し・返却量水器ボックス：撤去不凍水栓柱１３ｍｍ×１０００Ｌ：撤去プラグ止め×２
Ｎｏ．２６－９０ 子メータ１３ｍｍ：取外し・返却量水器ボックス：撤去不凍水栓柱１３ｍｍ×１０００Ｌ：撤去プラグ止め×２Ｎｏ．２１－１５２ 子メータ１３ｍｍ：取外し・返却量水器ボックス：撤去量水器撤去後、アスファルト舗装復旧プラグ止め×２

今回解体建物旧斎場 ※屋外埋設の給水管は残置とする。※量水器取外しの際は飯綱町水道課と協議の上、行うこと。※残置給水管の残水は、出来る限り排水後にプラグ止めを行うこと。


